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和田川沿いには、野原古墳群（24基以上）、立野古墳  

群（20基以上）、塩古墳群（98碁以上）、小江川古療群  

（3基以上）などの古墳群が分布しています。市域全体  

では総数1，000基に達する古墳が築造されたと考えられ  

ます。  

●地形・の区分●   

感脊市盛臆利根川・と荒川の二大水系によってかたち造  

ら軌た台地と底埴が南北に広がり、南方は比企丘陵の一  

部射で密命料でいます。古くから交通の要衝として発達  

を遂げ、鹿北の中核都市としてさらに発展を期待される  

地域です。大まかな地形区分では、市域の西部は寄居町  

太宰末野を編頂とする荒川の扇状地地形が発達し、左岸  

は櫛引台地、右岸ほ江南台地となります。この台地の東  

方監蝕、利根川・荒川の沖積活淵で造られた大里低地が  

一重千里に広がり、名荷し負う暴れ川である両河川の歴  

史を示すように、その碗臍跡や自薦堤防が行く筋も形成  

さ細密の集轟が常まれています。その足元には古代の  

遭称卵数多琶嘩もれ、台地域でも古墳や城跡などのよう  

に、なおその形をとどめる遺跡も多いようです。   

ここに御舟する「古墳」は弥生時代に続く3世紀中頃  

から仏教船底まる奈良時代直前までに作られた当時の  

おさ Å卑．野お睾です。その形や大きさにより有力な豪族の長  
から家漉の一員めものまで数多く、しかも多様な形の古  

墳詳摩られました。僚世、壊されることも多く、副葬品  

轡埴輪などが転びたび発見され、当時の文化・技術・恩  

恵琴を知る彗革な情報が得られました。現在でも、よく  

保存さ軋た古墳や壊れかけている古墳があり、その保護  

について緩速きな課題となっています。ぜび、本書をく  

まがやの∴古感を知る参考書にご活用ください。以下に、  

蛋まが御代表約な古墳を相介します。   

櫛引台地で臆、別府古墳群（17基以上）、在家古墳群  

（6・基壊上）、帝原真西墳華（10基以上）、三ケ尻古墳群  

（f過重以上）が、台地外線から低地にかけては玉井古墳  

群：ほ基駄上）、原島古墳堺（3基以上）、広瀬古墳群（8  

墓園上‡、石原古墳群（15基以上）が分布しています。   

低地√野自然塩隣上に・は、上江袋古墳群（6茎以上）、  

儀堀古顔群毛1・肇葦以上）西城古墳群（3基以上）、奈良  

・古癖椴紹塞以■上）′、中条古墳群（30基以上）、肥塚古  

墳辞（16養以上）、上之古墳群（3基以上）が分布し、  

食お埋没している古墳の存在も多数予想されています。   

東川ぬ右岸域では、江南台地ぬ縁辺に沿って旧大里ま  

での闇に、姥倉沢古墳群（3養以上）、行人塚古墳群（4  

基以上i、上原古墳群そ3基以上）、万言下原古墳群（6  

基以上）、瀬戸山古墳群（32基以上）、村岡古墳群（4  

革以上）、東山．古墳群ほ基以上）、横谷古墳群（2基以  

上‡、円山古墳群‡3基以上）、阿諏訪野古墳群（8基以  

上）．、舟木舌億群 佗3基以上），象山古墳群（3基以上）  

が兜布しでい座す。  

●特  徴●   

くまがやの古墳には基本的な古墳の形がほとんどそ  

ろっています。残っている古墳の丸剤は r円墳］・で、甲  

山古墳は市内最大です¢塩古墳静には「方墳」や、一間方  

後方墳」があり、市内最古の古墳になります。古墳の代  

表といえば「前方後円墳」が良く知られ、市塊の古墳群  

では古墳群の盟主として築造されますが、いずれもパゝ規  

模で同時期の行田市埼玉古墳群の常長に属した地域の小  

首長に位置づけられます。今までに横塚山・鎧塚・女  

塚・野原・伊勢山古墳などが発掘調査され、古墳恕飾る  

大量の埴輪や武器が出土しました。古墳時代後期の末に  

すた は埴輪が廃れ、前方後円墳も築遷されなくなります。仏  
教の影響や政治的な命令で古墳の築港が制限されたこと  

が一因で、この時期を終末期と呼びます。この・ころ東国  

には渡来の人々が移住し、開拓を進め先進的な文化㊥普  

及に当たりました。その揖琴着たちや政治駒に擾位で  

あった人々が特別に築造した古墳と考えられる宮塚古墳  

は「上円下方墳」、籠原裏1号墳は「八角形墳」という  

天皇などの有力者の古墳の形をまねています。漉釆の  

人々が築造を始めた群軋奈良藤代・に寺内・廃寺  

を創建する古代氏族壬生古志氏に陶係すると考えられま  

す◎一方、墳丘を持たない「横穴墓」が小江川地区の岩  

山を穿って造られましたQ市域で最後に造られた古墳の  

ひとつです。   

このように市内の古墳は各時期の代表的な形態がそろ  

い、地域ごとの移り変わりを見ることができる好条件を  

備えています。また、出土品においても全国に知られる  

「短甲武人埴輪」や「締る埴輪」などなじみの深い・、貴  

重な遺物が多数見つかっています。市立江南文化財セン  

ターでは、これらの古墳などからの出土品薯を公開して  

いますので、古墳とともにお立ち寄りください。  

「くまがやの古墳」平成20年3月発行   

熊谷市教育委員会社会教育課内   

熊谷市立江南文化財センター   

〒360－0107 埼玉療熊呑市千代329  

T臥048－536－5062   
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塩古墳群 塩 県史跡  

比企丘陵北掃で標高80mの丘陵上に所在し、滑川一和田川水系の水盤地を望む。上図は欝Ⅰ支群の狸塚群で、最高所  

に位置し前方後方墳2基と方墳群から構成される。3世紀末から4世紀代に方墳の築造が始まり、前方後方墳は4世紀  

・中ごろの築造と考えられる。狸塚支群は7糞群90基を越える沓墳群の中で最初に造られた音墳群で、保存状態も長く里  

山隈立地に良く守られている。他の支群はⅠⅠ支部荒井、Ⅲ変群西原、Ⅳ安静諸ケ脊、Ⅴ菱鮮明貿、Ⅵ支群丸山、Ⅶ支群  

舞崎とがあり、枝分かれした尾根上に分布する。発掘調査が行われたⅢ支群18号古墳は初期の脚張形横穴式石室を持つ  

円墳で、多数の埴輪や馬具・武韓等が豊富に出土し、6世紀後半の築造と考えられている。また、Ⅲ支群に隣接する古  

里古墳群低塩古墳群と一体の古墳群として把握することが適当で、同地区には終末期の尾根横穴墓も開口しているなど、  

終葦期まで古墳の築造がなされている地域と考えられる。【】臼田四日  

塩辛唱群 卿膵雪群 イ号墳   
、  

、、、J、＿くニー  
鐙塚古墳 上申条   

ヲ  ∬   

発輝調査により一辺20mの方墳部に長さ15mの前方  

部がつく、全長35mの前方後方墳と確認された。前方  

部の崎12皿で、後方部の高さ4．3mを測る。墳丘の中段  

付近まで本来の地山を翻り出して墳丘とし上位に盛土  

している。周溝がめぐるものの周囲の小方墳と共有し  

ている部分があり、周溝での切り合い前後関係は不明  

である・。・壷形土器が出土していることから、4世紀中  

頃に築造されたものと考えられるが、埋葬主体部の調  

査はきれていない。  

日日雷∈〕  

墳丘が酎平されでいたため発掘調査により、帆立貝  

式の前方後円墳と確認された。後円都債径37m、前方  

部長6．6m、長さ43．6mの帆立貝式前方後円墳である。  

墳丘も埋葬主体部も残っていなかったが、130個以上の  

埴輪が古墳を取り巻き、2箇所に祭りの器物が備えら  

れていた。近代の土探膵旺酎平きれたが本墳叉ほ安塚  

1号墳から、戦文倭鏡の胡土が伝えられている。出土  

土器や埴制の時期から5世紀東から6世紀軒頭の築造  

と考えられている。  

8蓼〔∋  
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女塚1号墳 上中条   横塚山古墳 奈良 市史跡  

F 一‾‾‾‾‾＼  

1Dn  ・＼■■ ■l  

鎧塚舌墳の西方に車軸を時事属す盈前著磯1円墳で、  

後円部阻径36m、前方部長10Im、全長46mの帆立貝式  

前方後円墳である。古墳と同じ形に遡る二重励周帝塗  

提が確讃された¢墳丘も埋葬重体都あ残っていなかっ尭。  

本来は墳丘や周墳に立てられた円筒埴輪学形象埴勒滋茅  

多数出土しており、盾持武人や鹿・帯などの嘩除があるp  

鎧塚古墳に次ぐ6世紀前半の築造と考えられでい遜や  

8尋∈〕  

宗農地区を走る国連407号線の傍らに残る古墳で、大  

きく削り取られているものの当初は復円部直径35m、  

前方部長7mで、全長42mの帆立貝式前方後円墳に復  

元される。過去の土採時に多量の河原石などの礫が出  

土したとされることから、埋葬主体部は礫椰であった  

可能性が考えられる。また、周清から多くの埴輪が出  

土し、その特徴から古墳の築造は5世未頃と考えられ  

ている。田四田  

東山1号墳（大塚）箕輪   天神山古墳 御正新田   

万苦、楊井の低地を望由江南台地の縁辺に築造さ艶  

たlい規模の円摘である。冊繹30mを測り、二段に墳丘  

を盛り上げ、帯さ3nlに築成している≒考えられる。  

ヽ 古墳は‥l林中に喋るため良く悍存され、発掘調査は行っ  
ていない。周園の古墳から旭愉が出土することから、  

6世紀後半に築造奉れ泡円療恕考風貌恕るが∴領地鹿  

端部に立地する様子から前期、中期旺薬澄昏叡た可能 

発掘調査された東山古墳群の中心に築港された古墳  

で、当初は直径26mの円墳として築港†された。後に、  

円墳の西側に長挙相和の前方部を新たに造り足して全  

長45mの帆立貝式前方後二円墳に改造したことがわかる  

珍しい例である。埋葬主体鄭は削り取られているが石  

材の一都からきり石を使った横穴式石室と考えられる¢  

堪聴は出土せず時期的にも最も新しく、7世紀前半に  

築造された前方後円墳のひとつと考えられている。  

．暇，  

されている○  
・難  

「－二ごこ－－∴  

※注意：帆立貝式前方後円墳とは、前方部の長さが後円部直径の撞程である前方後円墳をいう   
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とうかん山古墳 箕輪 県史跡   甲山古墳 宵山 県史跡  

r ‾「   

療藤麒呼に漉る古顔で、墳丘周囲の改変がみられ周  

靖海理澄1し宅■い届が二市閑最大の前方後円墳である。  

後門轍；紺醜南方部長3墨臥全長75mである¢前  

者郡塵潜轡L準と大きく層く。線五番療鮮申の同時期の  

菰櫛菌畿感涙喫旺匹灘ずる¢墳丘はよく残野復円部で  

蕗静観恕担である必採取容れ海域蠍から8世紀後半代の  

終逸で、敵戎石室蓉鰹葬主体部に持つと推定されて  

いるし日田雷  

埼玉古墳群申紛丸墓山番墟に次菅県内第2燈の規鰐  

巻有ずる円墳やある。置穫9′Om、埋没している周儀を  

含めると100m密遭える境聴で、境港からの高さほ11  

mを測る。一段目のテラス部分から埴輪が轟聴き払  

6世紀後半代の襲遭と考えられる。比企丘陵北帝の大  

台境鮮、三千塚古墳詳の東端に位置し、とうかん山省  

墳ととあに埼玉古墳群と戯隣傾が注意されている。  

ロ8由   

伊勢山番墳 平塚新田  行人塚音感 成沢 市史跡  
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詳敵地一触弛緩にぶ岨していた前方径円墳で、全艮  

ノ馳抽癖轟細管藤簡蘇日賦翻3昏牢沿発掘調  

塾糠沢武野義塾轟っ前方後円墳の野  

郵  

砿癒合弛野北港虻重態藩凄艶瀾袋鮎斎藤醤・遥  

mを測畠。周濁患草巡るが、隈部で妙洩式壇各。椒  

休部は不岬lで川・卜過拘・ら仁言わっていないu 古墳時代終  

末別の．Ii城と考えら丸るが、檀代にJ衰として改変され  

た可能性もぁる、トI近に球状の小Lい戯が分布している・。  

日日型  

撃墜憂」一葦華調肇草案施していない古墳に三いても、築造当初の古墳の姿を補助線で墳垂・周溝を想定復元した。  一  
山一   



やねや塚古墳 三ケ尻   宮塚古墳 広瀬 国史跡   

櫛引台地の先端から観青山の背後に広がる三ケ尻古  

墳群申の1基で、新幹線の建設にとあない発振調査さ  

れた。直径23m、高さ3m、二段築成の円墳で川原石  

の茸石でおおわれていた。6世紀末の築造と考えられ、  

主体部の川原石槙横穴式石室から、観象儀の装飾大刀  

等の武器類やガラス玉など豊富な遺物が出土した。付  

近にはまだ多くの古墳が残り、本境も観音山南西農へ  

場所を移して墳丘と石室が復元されている。【】国  

荒川の自然壕防上に分布する広瀬古墳群中にあり、  

一辺約24mの方形壇の上に直径9mの円丘を載せるこ  

とから、終末期の上円下方墳と考えられている。山王塚、  

御供塚の呼称もあった。墳丘の一部に河原石を積み上  

げた部分が残るが、出土遺物や埋葬主体部は知られて  

いない。上円部の直径が小さいので火葬墓である可能  

性も考えられている。良く保存されており、発掘調査  

は実施されていない。  

8臼田  

寵原裏1号墳 新堀   高根横穴墓 小江川 市史跡   

櫛引台地の中央部で発見された寵原裏古墳群の1基  

で、墳丘の大半は削平されていたが、一辺約6mの八  

角形古墳であることが確認された。主体部は川原石積  

の横穴式石室で、盗掘を受けていたため大刀の金具な  

ど少量の遺物しか出土していないが、7世紀末め築造  

と考えられる。八角形墳の作られた時期や被葬者は限  

られ、幡廉郡の建都にかかわった豪族や官人であった  

読物とも考えられている。  

島〔∋  

比企丘陵北端の高根山西尾根に位置し、山伴ぬ凝灰  

岩層を穿って造られている。横穴は親在1基開口して  

いるが、玄室部分のみが残っている。出土遺物は知ら  

れていないが、古墳時代末の横穴茎と考えられている。  

高根山の東には天神山横沢墓（滑川町）が所在し、周  

囲にも数多く埋没していることが推定きオもる猿 なお、  

この凝灰岩層は横穴式石室の石材として多量旺嘲汐、頗  

丑の古墳に使用されひた。  

矧甲  
－－＝＝コー：．【＝」一二＝＝L  

墳丘への立入は充分注意して下書い。   泌筆意：古墳・古墳群は立木や華やぷでおおわれていま  
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古墳時代は3世紀中頃から7世紀末までの簡と考え  

られ、前期（250～400年）、中期（401～500）、後  

期（501～600）、終末期（601～）と概昭区分してい  

ます。熊谷市域には古墳時代の各時期の古墳が琴透き  

れ、各時期に特徴的な形態の古墳や他地域に抜きん担  

る古墳も確認されています。   

このように各種の特徴をもつ古墳が分布する地域は  

珍しく、歴史的な背景が注意されます。   

市では古墳の保存整備を計画的に進めるとともに、  

遺跡を取り巻く空間を歴史学習の場、自然観雫の場と  

するなど、遺跡が多様な価値を持つ文化財として、一  

層の活用を図られるように努めてまいります 

I案内書・参考文献t  
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※発振調査未実施の古墳掬藩は地形の凹から想定復元   


